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今回、自分は多くのコンピュータ囲碁プログラムにてベースとして使用されているモンテカルロ木探索を用

いて着手を行うプログラム作成しました。工夫点といたしましては、自分の制限時間に応じて探索数を変更す

るように作成しました。以下の参考文献のプログラムのMCTSAgentを参考にして、制限時間に応じてロー

ルアウト回数を変更させるようにして作成しました。
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https://github.com/maxpumperla/deep_learning_and_the_game_of_go


